






Influence of Preschool Children’s Throwing Performance with Different Balls



















































ボール投げトレーニングは，週 1 回× 7 週の期間に行われた。対象者は任意で運動教室に参加





ル 1 号球（直径8.5cm，重量141g）による遠投距離の測定を行った。遠投距離の測定は 2 回行い，




種類間差×プレ・ポスト間差）を行った。多重比較検定は Tukey の HSD 法を用いた。統計的有
意水準は 5 % とした。
Ⅲ．結果
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写真 1 ．スカットボーイ　　　　　　　　写真 2 ．トレーニング状況
表 1 ．男児の遠投距離のボール間差及びテスト間差の検定結果
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ボールの違いが幼児の遠投距離及びボール投げトレーニング効果に及ぼす影響
表 2 ．女児の遠投距離のボール間差及びテスト間差の検定結果
